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▶お相撲さんと一緒にお餅つき ▶人気の旧暦カレンダー販売
▶久喜を市民ランナー聖地化へ ▶読者プレゼント「仁和寺展」 久喜・加須版

　
開
設
の
き
っ
か
け
は
久

喜
Ｊ
Ｃ
Ｉ
の
会
員
の
竹
下

学
氏
が
昨
年
、
上
内
地
区

内
に
あ
る
Ｕ
Ｒ
わ
し
宮
団

地
の
公
園
で
深
夜
小
学
生

兄
弟
が
ご
飯
を
食
べ
て
い

る
光
景
を
み
た
こ
と
だ
っ

た
。
こ
の
現
実
を
久
喜
Ｊ

Ｃ
Ｉ
の
仲
間
に
話
す
と
翌

年
（
つ
ま
り
今
年
）
が
久

喜
Ｊ
Ｃ
Ｉ
の
創
立
40
周
年

を
迎
え
る
年
に
当
た
る
こ

と
か
ら
衆
議
一
決
。「
久

喜
で
生
ま
れ
て
久
喜
で
商

売
を
し
て
い
る
我
々
な
ん

だ
か
ら
、
こ
の
機
会
に
久

喜
に
恩
返
し
を
し
よ
う
」

と
、
こ
れ
ま
で
積
み
立
て

て
き
た
お
金
を
使
っ
て
孤

食
問
題
な
ど
の
解
消
の
た

め
記
念
事
業
と
し
て
取
り

組
む
こ
と
に
し
た
と
い
う
。

　
上
内
地
区
に
し
た
理
由

を
竹
下
氏
や
柳
澤
弘
利

氏
、
新
井
兼
氏
、
會
田

篤
氏
な
ど
に
聞
く
と
、

同
地
区
で
問
題
が
顕
在

化
し
て
い
た
こ
と
も
勿

論
あ
る
が
、
最
大
の
理

由
は
活
動
拠
点
と
な
っ

た
「
み
ん
な
の
家
」
が

旧
わ
し
の
み
や
第
２
保

育
園
で
あ
り
、
給
食
、

教
育
面
で
最
適
環
境
に

あ
っ
た
こ
と
や
、
施
設
所

有
者
が
竹
下
氏
の
実
父

で
、
若
人
の
取
り
組
み
に

共
感
し
た
実
父
が
施
設
の

無
償
貸
与
を
約
束
し
て
く

れ
た
こ
と
が
一
番
大
き
い
。

　「
み
ん
な
の
家
」
は
半

年
間
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
経
て
今
年
６
月
17
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
が
最
大

の
目
的
な
だ
け
に
「
み
ん

な
で
ご
飯
を
食
べ
ま
し
ょ

う
」「
み
ん
な
で
勉
強
を

し
ま
し
ょ
う
」「
み
ん
な

で
遊
び
ま
し
ょ
う
」
が
ス

ロ
ー
ガ
ン
だ
。

　
開
業
は
毎
週
１
回
、
原

則
・
金
曜
日
の
午
後
６
時

か
ら
10
時
。
久
喜
Ｊ
Ｃ
Ｉ

の
会
員
59
人
が
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
を
組
ん
で
毎
回
、

10
人
前
後
は
参
加
し
て
い

る
。
内
容
は
子
ど
も
た
ち

が
持
参
す
る
学
習
ド
リ
ル

へ
の
勉
強
ア
ド
バ
イ
ス

に
、
カ
レ
ー
、
中
華
丼
、

う
ど
ん
な
ど
手
作
り
給
食

の
無
料
提
供
、
そ
し
て
遊

び
を
通
じ
て
の
交
流
の
３

本
柱
だ
。
１
回
の
出
費
は

約
１
万
５
０
０
０
円
。
久

喜
Ｊ
Ｃ
Ｉ
の
特
別
会
計
か

ら
充
当
し
て
い
る
。

　
子
ど
も
た
ち
は
「
み
ん

な
と
一
緒
に
食
事
が
で

き
、
勉
強
も
で
き
る
の
で

楽
し
い
」
と
大
喜
び
。
ま

た
親
か
ら
は
「
週
に
１

回
と
言
え
ど
も
我
が
家

は
い
つ
も
子
ど
も
と
二

人
だ
け
の
食
事
な
の
で

近
所
に
こ
う
い
う
場
所

が
出
来
て
す
ご
く
有
難

い
」
な
ど
感
謝
の
声
が

挙
が
っ
て
い
た
。

　
参
加
者
は
幼
稚
園
児

か
ら
高
校
生
ま
で
と
広

範
囲
だ
が
、
中
心
は
上

内
小
、鷲
宮
小
、桜
田
小
、

砂
原
小
に
通
う
学
童
た
ち

だ
。
記
念
事
業
責
任
者
・

竹
下
学
氏
は
「
当
初
10
人

程
度
と
見
込
ん
で
い
た
が

毎
回
50
人
～
70
人
も
や
っ

て
く
る
の
で
や
り
が
い
を

感
じ
る
」
と
反
響
の
多
さ

に
び
っ
く
り
。
た
だ
し
こ

の
記
念
事
業
は
２
０
２
０

年
ま
で
の
限
定
事
業
な
の

で
、
こ
の
間
で
問
題
が
解

決
し
て
い
な
け
れ
ば
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
て
継

続
す
る
と
の
構
想
ま
で
語

っ
て
く
れ
た
。

久
喜
市
初
の
取
り
組
み 

日
本
Ｊ
Ｃ
は
久
喜
を
表
彰

　
と
こ
ろ
で
、
久
喜
市
に

よ
る
と
「
こ
う
い
っ
た
施

設
は
市
内
で
は
久
喜
Ｊ
Ｃ

Ｉ
以
外
に
は
な
い
」
と
言

う
。
そ
れ
だ
け
に
貴
重
な

取
り
組
み
と
い
え
る
。
な

お
、
日
本
青
年
会
議
所
は

９
月
下
旬
の
総
会
で
久
喜

Ｊ
Ｃ
Ｉ
の
取
り
組
み
に
対

し
て
「
地
域
再
興
政
策
コ

ン
テ
ス
ト
“
最
優
秀
賞
グ

ラ
ン
プ
リ
”」を
贈
呈
し
た
。

　
今
年
も
余
す
と
こ
ろ
後
１
か
月
半
と
な
っ
た
が
、
日
本
を
取
り
巻
く
格
差
、

貧
困
、
孤
立
と
い
っ
た
問
題
は
依
然
と
し
て
解
消
し
て
い
な
い
。
そ
ん
な
中
、

久
喜
青
年
会
議
所（
20
～
40
歳
の
経
営
者
ら
で
構
成
。
略
称
久
喜
Ｊ
Ｃ
Ｉ
）が
こ

の
問
題
解
決
の
一
助
に
な
れ
ば
と
市
内
上
内
地
区
に
６
月
に
開
設
し
た
子
ど
も

の
居
場
所
「
み
ん
な
の
家
」
が
評
判
を
呼
ん
で
い
る
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
た
め
に

久
喜
青
年

会
議
所 

居
場
所﹁
み
ん
な
の
家
﹂開
設

週
１
回 

食
事
提
供
、勉
強
教
え
る

�

大
盛
況
毎
回
50
～
70
人
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　　

厚
生
労
働
省
は
今
年
６
月
27
日
、
わ
が
国
の
「
子
ど
も
の
貧
困
率
は

７
人
に
１
人
」
と
発
表
し
た
。
昨
年
の
「
６
人
に
１
人
」
と
比
べ
る
と
数
値
は
12
年
ぶ
り
に

改
善
さ
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
が
ま
と
め
た
資
料
と
比
較

す
る
と
日
本
は
先
進
国
の
中
で
最
悪
レ
ベ
ル
に
位
置
す
る
。
こ
の
た
め
５
年
ほ
ど
前
か
ら
市

民
団
体
が
家
庭
の
事
情
で
満
足
な
食
事
が
摂
れ
な
い
子
ど
も
を
対
象
に
無
料
あ
る
い
は
ワ
ン

コ
イ
ン
（
５
０
０
円
）
で
食
事
を
提
供
す
る
「
子
ど
も
食
堂
」
が
各
地
で
目
立
ち
始
め
た
。

　
収
穫
期
を
終
え
た
農
業
生

産
法
人
誠
農
社
で
は
２
０
１

８
年
度
の
「
漢
方
農
法
区
画

オ
ー
ナ
ー
」
の
募
集
を
始
め

た
。
現
在
は
来
年
１
月
１
日

か
ら
の
通
常
販
売
価
格
＝
１

区
画
（
10
ｍ
×
10
ｍ
）
４
万

円（
税
別
）を“
早
割
特
価
”

と
し
て
11
月
末
ま
で
は
20
％

Ｏ
Ｆ
Ｆ
の
３
万
２
０
０
０
円

（
同
）、
12
月
末
ま
で
は
10

％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
の
３
万
６
０
０
０

円
（
同
）
で
区
画
オ
ー
ナ
ー

希
望
者
を
受
け
付
け
て
い
る
。

　
漢
方
農
法
米
と
は
、
農
薬

を
一
切
使
用
せ
ず
、
漢
方
生

薬
を
配
合
し
た
土
壌
改
良
剤

を
肥
料
と
し
て
栽
培
す
る
方

式
。
オ
ー
ナ
ー
の
特
典
は
①

漢
方
農
法
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
天

候
に
左
右
さ
れ
ず
に
確
実
に

25
㎏
以
上
は
も
ら
え
る
こ
と

（
今
年
は
35
㎏
、
昨
年
は
40

㎏
の
実
績
）
②
毎
年
同
社
が

実
施
す
る
田
植
え
、
稲
刈
り

な
ど
の
農
作
業
体
験
に
参
加

で
き
る
こ
と
③
収
穫
後
の
お

米
は
玄
米
、
精
米
を
選
択
で

き
、
年
間
５
回
ま
で
自
宅
に

無
料
配
送
が
可
能
な
こ
と
。

希
望
者
は
誠
農
社
☎
０
４
８

０
―
53
―
４
６
４
５
か
メ
ー

ル
ア
ド
レ
スyuigashimapg 

@gmail.com

に
連
絡
を
。

【
子
ど
も
の
貧
困
率
】

人気の﹁漢方農法米コシヒカリ﹂
2018年度区画オーナー募集開始



農 時 新 聞 ２０１7年（平成２9年）11月18日 （2）

加
須

◆
お
相
撲
さ
ん
と
一
緒
に

も
ち
つ
き
大
会
　
12
月
16

日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
２

時
ま
で
古
民
家
地
域
交
流

拠
点
カ
フ
ェ「
繭
久
里（
く

く
り
）」
前
（
加
須
市
油

井
ケ
島
１
３
９
３
―
１
）。

参
加
費
１
０
０
０
円
。（
つ

き
た
て
お
餅
・
ち
ゃ
ん
こ
・

お
楽
し
み
引
換
券
）。
東

関
部
屋
の
振
分
親
方
＝
元

小
結
高
見
盛
や
現
役
お
相

撲
さ
ん
数
人
が
き
ま
す
。

希
望
者
は
繭
久
里
☎
０
８

０
―
３
２
０
４
―
９
９
６

１
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

◆
加
須
う
ど
ん
・
こ
い
の

ぼ
り
検
定
　
２
０
１
８
年

２
月
11
日
㈰
午
前
10
時
～

本
庁
舎
５
階
会
議
室
。
定

員
＝
上
級
１
０
０
人
（
先

着
順
）
費
用
３
０
０
円
、

受
験
資
格
・
小
学
生
以
上
。

初
級
編
50
人
（
先
着
順
）

費
用
１
０
０
円
、
参
加
資

格
・
小
学
生
以
上
中
学
生

ま
で
。
上
級
合
格
者
５
名

に
は
１
万
円
～
２
０
０
０

円
、
初
級
合
格
者
５
名
に

は
５
０
０
０
円
～
１
０
０

０
円
分
の
記
念
品
な
ど
が

贈
呈
さ
れ
る
。
希
望
者
は

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
シ
ョ
ン
課

☎
０
４
８
０
―
62
―
１
１

１
１
へ
。
申
し
込
み
期
間

12
月
１
日
～
１
月
31
日
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
、年
末
年
始
を
除
く
）。

久
喜

◆
師
走
恒
例
「
第
九
ス
ペ

シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
２
０

１
７
」　
12
月
10
日（
日
）

久
喜
総
合
文
化
会
館
午
後

２
時
開
場
、
午
後
２
時
30

分
開
演
（
休
憩
あ
り
　
約

２
時
間
）。指
揮
・
宮
寺
勇
、

埼
玉
中
央
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
ソ

リ
ス
ト
：
日
比
野
幸
（
ソ

プ
ラ
ノ
）、
谷
地
畝
晶
子

（
ア
ル
ト
）、松
原
隆
（
テ

ノ
ー
ル
）、
原
田
圭
（
バ

リ
ト
ン
）。
合
唱
・
久
喜

シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
合
唱

団
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
交

響
曲
第
９
番
ニ
短
調
「
合

唱
付
き
」、
ヨ
ハ
ン
・
シ

ュ
ト
ラ
ウ
ス
Ⅱ
世
・
歌
劇

「
こ
う
も
り
」
序
曲
。
料

金
（
全
席
指
定
）
一
般
Ｓ

席
２
５
０
０
円
、
Ａ
席
２

０
０
０
円
、
Ｂ
席
１
０
０

０
円
、
高
校
生
以
下
（
Ｓ

席
・
Ａ
席
）１
０
０
０
円
。

チ
ケ
ッ
ト
等
の
問
合
せ
先

＝
久
喜
総
合
文
化
会
館
☎

０
４
８
０
―
21
―
１
７
９

９
。

◆
冬
の
星
座
を
探
そ
う
！

12
月
17
日
（
日
）
午
後
３

時
30
分
～
久
喜
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
。
星
図
を
使
っ
て

冬
の
星
座
を
探
し
ま
す
。

こ
の
時
期
と
く
に
目
立
つ

オ
リ
オ
ン
座
が
ど
う
動
く

か
を
勉
強
し
ま
す
。
約
50

分
。
観
覧
料
大
人
（
高
校

生
～
）
３
０
０
円
、
こ
ど

も
（
３
歳
～
中
学
生
）
１

０
０
円
。

まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま

ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち

ままままままままままままままままままままままままままままま

ナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち ビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナ

情報館
　
明
治
安
田
生
命
と
高
島

屋
が
農
業
生
産
法
人
誠
農

社
と
連
携
し
て
実
施
し
て

い
る
農
業
体
験
イ
ベ
ン
ト

の
ハ
イ
ラ
イ
ト
・
稲
刈
り

が
９
月
30
日
と
10
月
１

日
、
８
日
の
３
日
間
、
加

須
市
油
井
ケ
島
の
あ
る
同

社
農
場
で
行
わ
れ
た
。

　
春
に
田
植
え
し
た
漢
方

農
法
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
苗

は
８
月
の
長
雨
、
日
照
不

足
と
い
う
悪
条
件
に
も
関

わ
ら
ず
、
大
人
の
腰
高

（
70
～
80
㎝
）ま
で
成
長
、

黄
金
の
穂
が
見
事
に
垂
れ

る
ほ
ど
生
育
し
た
。
参
加

者
延
べ
１
５
０
人
の
老
若

男
女
は
主
催
者
か
ら
鎌
の

取
り
扱
い
の
注
意
を
受
け

た
後
、
銘
々
田
ん
ぼ
に
入

っ
て
待
望
の
稲
刈
り
を
開

に
よ
っ
て
は
ハ
ン
デ
ン
な

ど
と
も
呼
ぶ
）
に
豊
穣
の

稲
の
束
を
掛
け
て
行
っ
た
。

　
収
穫
後
は
主
催
者
が
こ

の
日
の
た
め
に
前
も
っ
て

収
穫
し
て
お
い
た
今
年
度

の
新
米
漢
方
農
法
米
コ
シ

ヒ
カ
リ
を
七
輪
と
羽
釜
で

炊
い
て
試
食
。
参
加
者
か

ら
「
無
農
薬
の
お
米
は
や

は
り
美
味
い
。
天
候
の
こ

たわらに実った穂を刈り込む参加者

と
も
あ
っ
た
の
で
出
来
が

心
配
だ
っ
た
が
、
香
り
、

味
と
も
最
高
で
す
」
と
喜

ん
で
い
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
明
治

安
田
生
命
大
宮
支
社
と
高

島
屋
が
そ
れ
ぞ
れ
誠
農
社

と
連
携
。
毎
年
好
評
を
博

し
て
お
り
今
年
で
５
回

目
。
今
年
の
場
合
、
イ
ベ

ン
ト
参
加
者
は
誠
農
社
か

新
久
喜
総
合
病
院 

上
田
知
事
か
ら
表
彰

　
本
紙
が
８
月
22
日
付
で

「
地
域
に
貢
献
す
る
病
院

目
指
す
　
新
久
喜
総
合
病

院
の
24
時
間
365
日
断
ら
な

い
病
院
づ
く
り
」（
蒲
池
健

一
副
院
長
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
）を
報
道
し
た
が
、そ
の

同
病
院
が
９
月
８
日
、
上

田
清
司
埼
玉
県
知
事
か
ら

「
救
急
医
療
功
労
医
療
機

関
」と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。

　
県
に
よ
る
と
同
病
院
の

救
急
受
け
入
れ
体
制
の
取

り
組
み
を
高
く
評
価
し
た

と
の
こ
と
。
医
療
機
関
へ

の
知
事
表
彰
は
平
成
３
年

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
同
病
院

の
表
彰
は
１
３
９
例
目
。

ま
た
同
知
事
は
表
彰
前
の

８
月
30
日
、同
病
院
を「
知

事
の
と
こ
と
ん
訪
問
」
の

一
環
で
視
察
し
た
。

24
時
間
365
日
対
応 

病
院
が
加
須
に
も

　
加
須
市
に
も
24
時
間
365

日
救
急
対
応
す
る
病
院
が

10
月
２
日
開
業
し
た
。「
西

山
救
急
ク
リ
ニ
ッ
ク
」（
加

須
市
北
小
浜
４
０
８
☎
０

４
８
０
―
63
―
３
１
１

１
）
で
加
須
消
防
署
の
前

に
開
設
さ
れ
た
。

　
診
療
科
目
は
救
急
科
、

循
環
器
内
科
、内
科
・
外

科
、
小
児
科
、脳
神
経
外

科
、整
形
外
科
、リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
で
ベ
ッ
ト

数
が
10
床
の
中
規
模
病

院
。
市
に
よ
る
と
ク
リ
ニ

ッ
ク
は
24
時
間
365
日
体
制

で
救
急
対
応
を
行
う
が
、

一
般
外
来
は
９
時
～
12
時

30
分
、
14
時
30
分
～
18
時

（
日
・
祝
日
は
休
診
）。

ら
年
間
35
㎏
の
お
米
（
精

米
か
玄
米
）
を
も
ら
え
る

こ
と
に
な
っ
た
。

ラ
イ
ト
点
灯
を 

埼
玉
県
が
呼
び
か
け

　
午
後
４
時
に
な
っ
た
ら

車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
は

ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ

う
―
―
埼
玉
県
が
久
喜
・

加
須
市
民
に
呼
び
掛
け
て

い
る
。

　
県
に
よ
る
と
夕
暮
れ
が

早
く
な
る
10
月
か
ら
12
月

﹁自分のお米﹂作れた
収穫イベント参加者から歓声

最高
です

の
３
か
月
は
、
例
年
、
午

後
４
時
か
ら
６
時
の
間
の

交
通
事
故
が
多
発
す
る
傾

向
が
あ
る
そ
う
。
こ
の
た

め
県
内
の
各
自
治
体
を
通

じ
て
注
意
喚
起
を
し
て
い

る
も
の
。

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア 

11
月
30
日
～
開
催

　
毎
年
掘
り
出
し
物
が
た

く
さ
ん
出
る
加
須
市
の
リ

サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
が
11
月

30
日
、
12
月
１
日
、
２

日
、
加
須
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
。
11

月
30
日
と
12
月
１
日
は
９

時
～
16
時
（
12
時
～
13
時

は
除
く
）
、
12
月
２
日
は

９
時
～
11
時
。

始
。
１
時
間

30
分
程
度
で

春
に
手
植
え

を
し
た
苗
＝

１
区
画
分

（
10
ｍ
×
10

ｍ
）
の
マ
イ

米
を
収
穫
。

田
ん
ぼ
内
に

主
催
者
が
設

け
た
天
日
干

し
用
の
稲
架

掛
け
（
は
さ

か
け
、
地
区

　
松
村
賢
治
さ
ん

本
紙
「
旧
暦

の
す
す
め
」

の
監
修
者
で

お
馴
染
み
の

松
村
賢
治
氏

が
第
15
次
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
海
外
支
援
活
動
に

従
事
中
の
９
月
25
日
、
心

不
全
で
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
享
年
75
歳
。
こ
れ
ま

で
の
ご
協
力
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
衷
心
よ
り
ご
冥

福
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
農
時
新
聞
一
同

　
尾
山
台
団
地（
上
尾
市
）

の
居
住
者
ら
約
25
名
が
10

月
24
日
、
加
須
市
油
井
ケ

島
に
あ
る
築
１
０
０
年
超

の
古
民
家
を
訪
れ
、
加
須

の
歴
史
を
学
び
、
名
物
手

作
り
う
ど
ん
を
堪
能
し
た
。

　
一
行
を
招
い
た
の
は

「
人
と
文
化
の
交
流
」
を

旗
印
に
古
民
家
カ
フ
ェ
繭

久
里
（
く
く
り
）
を
運
営

し
て
い
る
（
合
）
エ
シ
カ

ル
。
初
の
試
み
と
し
て
市

外
の
方
と
の
交
流
を
通
じ

て
加
須
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し

た
も
の
。
参
加
し
た
高
齢

か
ら
は
「
古
民
家
を
み
て

ほ
っ
と
し
た
。
尾
山
台
は

Ｊ
Ｒ
東
大
宮
近
く
だ
が
同

じ
埼
玉
で
こ
ん
な
に
の
ん

び
り
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る

と
は
知
ら
な
か
っ
た
」
と

田
園
都
市
加
須
の
情
景
に

魅
せ
ら
れ
て
い
た
。

上
尾
市
民  

加
須
の
歴
史
学
ぶ

写真は昨年の餅つき
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実
現
性
の
乏
し
い
公
約

と
個
人
中
傷
に
終
始
し

た
。
国
の
課
題
と
地
方
の

課
題
が
ご
ち
ゃ
混
ぜ
の
選

挙
戦
。

　
中
央
集
権
ば
ら
蒔
き
政

策
と
地
方
自
立
化
推
進
施

策
と
の
対
決
な
ら
面
白
か

っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
。

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂
点
争
い

し
か
出
来
な
い
猿
山
の
猿

た
ち
が
６
０
０
億
円
＋
α

の
金
を
市
場
に
ば
ら
蒔
い

た
だ
け
だ
っ
た
。
美
し
く

な
い
展
開
だ
。

　
昔
、「
美
し
い
日
本
と

私
」
と
題
し
た
講
演
を
行

っ
た
作
家
が
い
た
。
そ
の

中
で
、
自
然
と
一
体
化
し

た
心
言
葉
で
歌
を
読
む
日

本
人
の
感
性
を
世
界
に
向

け
て
発
信
し
た
。

　
し
か
し
、
当
時
の
実
態

は
目
先
の
金
の
た
め
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
と
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
自
然
資
産
を
破
壊
し

た
多
く
の
日
本
人
が
い
た
。

　
人
生
フ
ル
ー
ツ
は
こ
れ

ら
に
抵
抗
し
、
自
ら
出
来

る
事
を
３
０
０
坪
の
土
地

で「
農
あ
る
暮
ら
し
の
中
」

に
実
践
し
た
家
族
の
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
あ
る
。

大
規
模
造
成
で
丸
裸
に
さ

れ
た
土
地
は
40
年
の
歳
月

を
経
て
立
派
な
雑
木
林
と

な
っ
た
。

―
―
家
は
暮
ら
し
の
宝

箱
、
庭
は
家
に
深
み
を
与

え
る

―
―
風
が
吹
け
ば
、
枯
れ

葉
が
落
ち
る

―
―
枯
れ
葉
が
落
ち
れ

ば
、
土
が
肥
え
る

―
―
土
が
肥
え
れ
ば
、
果

実
が
実
る

―
―
コ
ツ
コ
ツ
ゆ
っ
く
り

　
人
生
フ
ル
ー
ツ
の
映
画

の
中
で
樹
木
希
林
が
心
を

こ
め
て
語
る
。

　
美
し
い
国
土
と
文
化
を

育
み
続
け
た
日
本
人
の
心

は
「
農
あ
る
暮
ら
し
の
放

棄
」の
中
で
崩
壊
寸
前
だ
。

金
の
力
に
魅
せ
ら
れ
て
誹

謗
中
傷
を
重
ね
て
る
選
挙

戦
の
演
説
を
聞
く
に
心
が

冷
え
て
く
る
。

　
価
値
観
が
多
様
化
し
た

時
代
、
国
を
纏
め
る
ビ
ジ

ョ
ン
な
ど
な
い
の
だ
。
そ

こ
を
無
理
や
り
纏
め
よ
う

と
す
る
と
金
の
話
に
な
る

が
、
実
際
の
具
体
的
実
施

内
容
は
地
域
で
異
な
る
。

そ
こ
に
大
い
な
る
無
駄
が

生
じ
る
。
中
央
で
制
御
す

る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
は
崩

壊
寸
前
だ
、
こ
こ
に
空
白

の
時
代
が
継
続
す
る
。

選
挙
は
終
わ
っ
た

人
生
フ
ル
ー
ツ

あの川内選手の弟・鴻輝氏（25）
久喜を市民ランナー聖地化に取り組む

―
―
市
民
ラ
ン
ナ
ー
聖
地

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
っ
て
、

そ
も
そ
も
何
で
す
か
。

川
内
　
一
言
で
い
う
と
久

喜
に
行
け
ば
走
る
コ
ー
ス

が
あ
る
、
走
る
仲
間
に
出

会
え
る
。
そ
う
い
っ
た
環

境
づ
く
り
で
す
。

―
―
ま
た
何
で
こ
う
い
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
川
内
さ

ん
が
関
わ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
か

川
内
　
私
の
兄
（
優
輝
）

の
こ
と
を
い
つ
も
応
援
し

て
く
れ
る
方
か
ら
、
久
喜

マ
ラ
ソ
ン
が
初
め
て
開
催

さ
れ
る
年
（
２
０
１
６
年

３
月
）
の
前
年
に
、
久
喜

市
民
に
マ
ラ
ソ
ン
の
基
礎

を
教
え
て
ほ
し
い
と
お
願

い
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
私
は
競
技
ラ

ン
ナ
ー
で
す
の
で
、
素
人

の
方
に
教
え
る
の
は
ち
ょ

っ
と
…
と
思
っ
て
お
断
り

し
た
の
で
す
が
、
熱
心
に

お
願
い
さ
れ
た
の
で
、
や

っ
て
み
る
か
と
引
き
受
け

た
と
い
う
次
第
で
す
。

―
―
そ
れ
は
い
つ
の
こ
と

で
す
か

川
内
　
２
０
１
５
年
６
月

で
す
。
マ
ラ
ソ
ン
の
こ
と

を
全
く
知
ら
な
い
人
た
ち

に
教
え
る
と
い
う
こ
と

は
、
マ
ラ
ソ
ン
の
こ
と
を

よ
り
深
く
理
解
し
な
く
て

は
い
け
な
い
の
で
私
自
身

も
勉
強
に
な
る
し
、
自
分

自
身
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に

も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
し

た
。

―
―
会
で
は
ど
ん
な
こ
と

を
や
っ
て
い
る
の
で
す
か

川
内
　
毎
月
、
第
１
日
曜

日
に
久
喜
総
合
運
動
公
園

な
ど
に
集
ま
っ
て
ラ
ン
ニ

ン
グ
の
基
礎
な
ど
を
教
え

て
い
ま
す
。
自
力
に
ば
ら

つ
き
が
あ
る
の
で
５
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー
が
つ
い
て
ポ

イ
ン
ト
練
習
し
て
い
ま

す
。
夏
は
暑
い
の
で
午
後

５
時
か
ら
始
め
て
２
時

間
。
陽
が
暮
れ
る
の
が
早

い
冬
は
午
後
３
時
か
ら
始

め
ま
す
。
私
は
総
監
督
で

す
。
こ
の
練
習
会
以
外
に

２
か
月
に
１
回
、
駅
伝
大

会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

―
―
素
人
の
方
に
教
え
て

味
わ
う
喜
び
は
何
で
す
か

川
内
　
競
技
者
は
な
か
な

か
記
録
が
伸
び
ま
せ
ん

が
、
市
民
の
方
は
基
本
、

基
礎
を
覚
え
る
と
「
形
」

が
出
来
上
が
る
の
で
、
目

に
見
え
て
、
面
白
い
よ
う

に
進
歩
し
ま
す
。
そ
れ
が

実
感
で
き
る
こ
と
で
す
。

「
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
完
走
し

ま
し
た
」
な
ん
て
報
告
を

受
け
る
と
、
や
り
が
い
を

感
じ
ま
す
。
そ
れ
と
走
る

こ
と
、
そ
れ
自
体
は
単
純

作
業
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
走
る
う
え
で
の
栄
養

と
か
ラ
ン
ニ
ン
グ
フ
ォ
ー

ム
な
ど
は
意
外
と
奥
が
深

い
の
で
そ
れ
が
教
え
ら
れ

る
の
が
嬉
し
い
。

―
―
今
日
（
10
月
９
日
）

取
材
に
伺
っ
た
と
き
春
日

部
か
ら
来
て
い
た
男
性
に

出
会
い
ま
し
た
。
現
在
聖

地
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会

員
は
何
人
で
す
か
。

川
内
　
70
人
で
す
。
昨
年

４
月
に
会
員
制
に
し
た
の

で
す
が
、
当
時
は
30
人
で

し
た
の
で
徐
々
に
増
え
て

き
ま
し
た
。

　
相
変
わ
ら
ず
続
く
ラ
ン
ニ
ン
グ
ブ
ー
ム
だ
が
、「
久
喜
を
市
民
ラ
ン
ナ
ー

の
聖
地
に
し
よ
う
」
と
取
り
組
ん
で
い
る
青
年
が
い
る
。
そ
の
男
は
、
あ
の

市
民
ラ
ン
ナ
ー
の
英
雄
・
川
内
優
輝
氏
の
弟
の
川
内
鴻
輝
氏
（
25
）。
聖
地

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
だ
き
っ
か
け
や
夢
な
ど
を
伺
っ
た
。

�

聞
き
手
　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
長
谷
田
一
平

久
喜
に
行
け
ば
走
れ
る

仲
間
に
会
え
る
環
境
づ
く
り

川内鴻輝氏　1992（平成4）
年9月久喜市生まれ、久喜
市在住。25歳。現在は㈱K
・Kスポーツ社長。小学1年
生から本格的に陸上を始め
る。初マラソン（42.195㎞）
は高崎経済大学2年生の時、
茨城霞ケ浦マラソン7位2時
間28分36。自己最高タイム
は2014年2月の別府大分毎
日マラソン32位2時間21分
48。今は50㎞マラソンに取
り組む。今年9月、中国雲
南省昆明で開催された50㎞
世界選手権プレ大会に招待
選手として出場し4位。次
の目標を来年2月の「北九
州マラソン」に置く。

―
―
聖
地
化
構
想
で
川
内

さ
ん
の
夢
は
何
で
す
か

川
内
　
久
喜
マ
ラ
ソ
ン
の

改
革
で
す
。
ひ
と
つ
10
㎞

を
加
え
た
い
。
久
喜
マ
ラ

ソ
ン
と
言
い
な
が
ら
現
在

は
市
内
の
栗
橋
や
菖
蒲
を

通
っ
て
い
な
い
。
10
㎞
を

作
っ
て
そ
れ
ら
を
入
れ
た

う
え
、
ス
タ
ー
ト
も
ゴ
ー

ル
も
久
喜
総
合
運
動
公
園

で
は
な
く
、
ゴ
ー
ル
は
、

ら
き
☆
す
た
で
全
国
的
に

も
有
名
に
な
っ
た
鷲
宮
神

社
に
し
た
い
。

―
―
鷲
宮
神
社
前
で
す

か
、そ
れ
は
い
い
で
す
ね
。

あ
そ
こ
は
報
道
的
に
も
絵

に
も
な
り
ま
す
し
ね
。
そ

れ
に
神
社
前
は
飲
食
店
な

ど
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で

経
済
効
果
も
抜
群
で
す
ね
。

川
内
　
久
喜
マ
ラ
ソ
ン
の

改
革
で
は
ま
だ
あ
り
ま

す
。
現
在
の
種
目
は
３
㎞

（
久
喜
総
合
運
動
公
園

↕

久
喜
市
役
所
1.5
×
２
）
と

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
で
す

が
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
は

止
め
て
30
㎞
を
取
り
入
れ

る
べ
き
で
す
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

は
ど
こ
で
も
や
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。
で
も
市
民
マ

ラ
ソ
ン
で
30
㎞
を
取
り
入

れ
て
い
る
の
は
熊
本
、
青

梅
、
秋
田
、
北
海
道
の
４

つ
し
か
な
い
。
久
喜
で
も

や
れ
ば
大
会
そ
の
も
の
に

特
徴
が
で
ま
す
。
そ
れ
に

30
㎞
は
競
技
ラ
ン
ナ
ー
か

ら
い
う
と
一
般
市
民
の
方

で
も
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
走

っ
た
感
覚
（
ラ
ン
ナ
ー
ズ

ハ
イ
）
が
味
わ
え
る
の
で

す
。
で
す
か
ら
こ
う
い
っ

た
こ
と
を
僕
は
久
喜
マ
ラ

ソ
ン
の
実
行
委
員
会
に
入

っ
て
変
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
健
康
志
向
の
高
ま
り

で
マ
ラ
ソ
ン
は
益
々
注
目

さ
れ
、
人
気
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
あ
な
た
に
と
っ

て
マ
ラ
ソ
ン
の
魅
力
と
は

何
で
す
か
。

川
内
　
努
力
の
結
果
が
数

値
と
し
て
現
れ
る
こ
と
で

す
か
ね
。

―
―
マ
ラ
ソ
ン
か
ら
学
ん

で
こ
と
は
…

川
内
　
月
並
み
で
す
が
、

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い

こ
と
で
す
。
上
り
坂
、
下

り
坂
以
外
に
競
技
中
に

「
ま
さ
か
」も
あ
る
の
で
、

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
最
後

ま
で
あ
き
ら
め
な
い
、
こ

の
気
持
ち
が
大
事
で
す
。

―
―
な
る
ほ
ど
。
マ
ラ
ソ

ン
は
よ
く
人
生
に
た
と
え

ら
れ
ま
す
が
、
人
生
そ
の

も
の
で
す
ね
。
確
か
に
前

を
向
い
て
一
歩
づ
つ
進
ま

な
く
て
は
だ
め
だ
し
、
何

が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い

の
で
自
分
を
信
じ
て
、
諦

め
ず
に
努
力
す
る
、
こ
れ

し
か
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

　
川
内
さ
ん
が
取
り
組
ま

れ
る
聖
地
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
所
期
の
目
的
を
達
成

さ
れ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

久
喜
マ
ラ
ソ
ン
を
将
来
変
え
た
い

魅
力
づ
け
に
10
㎞
30
㎞
新
設
を

　久喜市の名物行事・久喜マラソンが
3月25日、久喜総合運動公園をスター
ト・ゴールで開催することが決まり、
その概要を久喜市などが発表した。
　種目と定員、スタート時間は①ハー
フマラソン定員300名　午前9時30分
～②3㎞定員800名、9時50分～③2㎞
定員800名、9時～④2㎞定員200組×2
親子ペア400名の4種目。ハーフは高
校生・一般男子（39歳以下）から40
歳代、50歳代、60歳代以上まで4部門
に分かれており、女子も同様4部門の
計8部門で参加費は3500円（高校生
1500円）。3㎞は高校生・一般男子（49
歳以下）から50歳代以上と、高校生・
一般女子（49歳以下）から50歳代以

上、それに中学生男子、同女子の計6
部門に分かれており、参加費は中学生
は500円、高校生は1500円、一般は
3500円。また2㎞は小学5～6年生、小
学3～4年生とも男女別に分かれてお
り、参加費は500円。2㎞親子ペアは
小学1、2年生とその保護者で参加費
は2500円。
　市によると当日開会式を午前8時10
分に開催。また各部門とも1～3位まで
には賞状、メダル、副賞、4～6位は賞
状と副賞、7～10位は賞状を贈呈する。
マラソンは雨天でも決行するとのこ
と。参加申し込み方法など詳細は久喜
市☎0480―85―1111（内線367、
368）へお問い合わせを。

鴻輝氏のワンポイントアドバイス

﹁走るコツ﹂
1力を抜いてリラックスして走る
2目線は５～６m先を走る選手の
腰あたりを見つめる。目線の位
置が上になると、顎があがるこ
とで全体重の10％近くを占める
頭が後ろに行くのでスムースに
走れない。

3走る時のイメージは足で走らず、
お腹あたりから足が出ている、
そんなイメージで走ること。

4走る時は腕をよく振ること。何
で腕を振ることが大事かという
と、腕を振ることによって肩甲
骨がよく動くのです。腕は身体
の中心に向かって振ることです。
肩甲骨がよく動けば対角線上に
ある骨盤も自然と動くので理想
的に走り方になります。

﹁体力向上﹂
1	エスカレーターと階段があった
ら階段を利用しましょう。でき
たら階段1段飛ばして上りまし
ょう。

2	マイルールを作りましょう。た
とえば１㎞圏内だったら歩くと
か。日頃の積み重ねが大事です。

﹁健康によい食べ方﹂
1	五大栄養素といわれるタンパク
質、脂質、炭水化物、ビタミン、
ミネラルを意識して食べる。

2	一般的にタンパク質、脂質、炭
水化物はどの食事でも摂取でき
ますが、ビタミンとミネラルは
不足がちなので、たとえば牛丼
屋に入ったら突合せにサラダを
取るとか、出てからコンビニで
飲むヨーグルトを買いましょう。

久喜マラソン大会　来年3月25日㈰開催
定員5000名　11月1日～1月10日まで参加者募集

第３回

　
　

秋
冬
野
菜
の
タ
ネ
蒔

き
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、

失
敗
し
な
い
コ
ツ
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。
（
幸
手
市

・
Ｍ
玲
子
さ
ん
）

　

　
秋
冬
野
菜
の
代
表
と

言
え
ば
大
根
に
白
菜
、
小

松
菜
な
ど
で
す
が
、
蒔
き

方
の
コ
ツ
は
大
根
は
少
し

深
め
に
蒔
く
方
が
い
い
で

し
ょ
う
。
そ
の
他
の
葉
物

（
白
菜
、
小
松
菜
な
ど
）

は
あ
ま
り
深
く
蒔
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
一

般
的
に
言
わ
れ
て
い
る
深

さ
は
、
タ
ネ
の
大
き
さ
の

３
倍
と
覚
え
て
お
け
ば
い

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と

最
近
の
天
気
予
報
は
正
確

で
す
の
で
、
タ
ネ
を
蒔
く

予
定
日
後
、
数
日
雨
が
降

ら
な
い
よ
う
な
ら
少
々
深

く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

タ
ネ
を
蒔
く
日
の
翌
日
に

雨
が
降
る
よ
う
で
し
た
ら

そ
ん
な
に
深
く
蒔
く
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
注
意
点

と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
は

寒
く
な
っ
て
き
ま
す
の
で

防
虫
ネ
ッ
ト
で
な
く
ビ
ニ

ー
ル
ト
ン
ネ
ル
に
替
え
る

と
霜
よ
け
対
策
に
も
な
り

ま
す
。
　
回
答
者
＝
関
野

幸
生
氏
（
誠
農
社
自
然
栽

培
関
野
塾
・
塾
長
）

「
秋・冬
野
菜
の
タ
ネ
蒔
き
の
コ
ツ
」

旧
暦
カ
レ
ン
ダ
ー 

主
要
書
店
で
販
売

　
２
０
１
８
（
平
成
30
）

年
版「
旧
暦
カ
レ
ン
ダ
ー
」

（
一
般
社
団
法
人
南
太
平

洋
協
会
制
作
）
が
今
月
か

ら
都
内
の
主
要
書
店
で
販

売
さ
れ
る
。

　
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
の
特

徴
は
自
然
の
移
ろ
い
を
正

確
に
反
映
す
る
と
言
わ
れ

て
い
る
太
陰
太
陽
暦
（
自

然
暦
、
農
暦
）
を
採
用
し

て
い
る
点
だ
。
価
格
は
和

紙
２
０
５
７
円（
税
込
）、

マ
ッ
ト
紙
１
７
５
０
円

（
同
）。
都
内
で
の
主
要

取
扱
店
は
八
重
洲
ブ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
、
紀
伊
国
屋
、

東
急
ハ
ン
ズ
。
詳
細
は

同
協
会
☎
０
６
―
６
３

７
６
―
１
１
５
１
。
メ

ー
ルaspa.osaka@gm�

ail.com

へ
お
問
い
合

わ
せ
を
。
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５
組
10
名
様

特
別
展﹁
仁に

ん

和な

寺じ

と
御お

室む
ろ

派は

の
み
ほ
と
け

�

―
天
平
と
真
言
密
教
の
名
宝
―
﹂開
催

�

東
京
・
上
野 

東
京
国
立
博
物
館
で
１
月
16
日
～
３
月
11
日

風
雅
・
風
流
・
和
歌
列
歌

奥
　
眞
純
が
選
ぶ

撮影：奥 眞純「小春」

釣
果
な
き
水
面
見
つ
め
て
小
春
か
な�

（
東
久
留
米
市 

謡
拙
）

いつ
も
よ
り 

紅
茶
の
葉
っ
ぱ 

黄
金
色 

か
ら
だ
の
中
か
ら 

小
春
日
和

�

（
渋
谷
区 

炎
）

小
春
日
の
ベ
ン
チ
の
二
人
桃
色
に
し
ゃ
れ
た
会
話
も
弾
ん
で
染
ま
る

�

（
三
田 

緑
雨
）

久
方
の
優
し
陽
射
し
に
誘
わ
れ
て
小
春
日
和
の
水
上
の
里

�

（
狭
山
市 

蒼
風
）

小
春
日
は
時
の
流
れ
も
長
閑
な
り
歩
み
を
ゆ
る
め
温
さ
楽
し
む

�

（
港
区 

焦
絞
）

お
だ
や
か
な
小
春
日
う
け
て
ど
じ
ょ
う
池
今
日
一
番
と
同
輩
の
声

�

（
小
金
井
市 

Ｂ
．Ｔ
．Ｓ
．）

次
回
の
お
題
「
梅
」

　
ハ
ガ
キ
に
あ
な
た
の
自
慢
の
「
一
句
一
歌
」
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
お

題
「
小
春
」
で
す
。
〒
３
４
７
―
０
０
２
６
加
須
市
油
井
ケ
島
１
３
９
３

番
地
１
　
誠
農
社
内
「
農
時
新
聞
俳
句
和
歌
係
」。締
め
切
り
は
12
月
20
日

（
火
）。
選
者
奥
先
生
が
採
用
し
た
句
歌
に
は
粗
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

投稿募集

　
謡
・
経
正
で

「
こ
れ

は
仁
和
寺
御
室
の
…
」
と

う
た
わ
れ
る
こ
と
で
有
名

な
古
刹
・
京
都
仁
和
寺
。

光
孝
天
皇
が
仁
和
２
（
８

８
６
）
年
に
建
立
を
発
願

し
、
次
代
の
宇
多
天
皇
が

仁
和
４
（
８
８
８
）
年
に

完
成
さ
せ
た
真
言
密
教
の

寺
院
だ
が
、
そ
の
仁
和
寺

と
全
国
約
７
９
０
箇
寺
で

形
成
さ
れ
る
御
室
派
寺
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
代
表
的

な
絵
画
、
書
跡
、
彫
刻
、

工
芸
品
な
ど
約
１
６
０
件

を
一
堂
に
紹
介
す
る
「
仁

和
寺
と
御
室
派
の
み
ほ
と

け
」
が
１
月
16
日
か
ら
３

月
11
日
ま
で
東
京
上
野
の

東
京
国
立
博
物
館
で
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
同
展
の
魅
力
は
何
と
い

っ
て
も
天
平
と
真
言
密
教

の
名
宝
に
出
会
え
る
こ
と

だ
。見
ど
こ
ろ
３
つ
あ
る
。

ひ
と
つ
は
仁
和
寺
創
建
当

時
の
本
尊
・
国
宝
「
阿
弥

陀
如
来
坐
像
」

（
写
真
１
）
や

御
室
派
寺
の
中

の
大
阪
・
葛
井

寺
の
国
宝
「
千

手
観
音
菩
薩
坐

像
」（
写
真
２
）、

道
明
寺
の
国
宝

「
十
一
面
観
音

菩
薩
立
像
」
な

ど
普
段
公
開
さ

年
度
の
修
理
完
了
後
、
初

め
て
全
帖
公
開
す
る
こ
と

だ
。
書
の
達
人
で
も
あ
る

弘
法
大
師
・
空
海
ゆ
か
り

の
作
品
だ
け
に

趣
味
が
書
の
人

に
は
垂
涎
も
の

だ
。

　
３
つ
目
は
東

京
国
立
博
物
館

平
成
館
の
中
に

仁
和
寺
観
音
堂

を
再
現
す
る
こ

と
だ
。
観
音
堂

は
江
戸
期
に
僧

侶
の
修
行
道
場

と
し
て
建
立
さ

れ
た
も
の
で
普

段
は
非
公
開
。

そ
れ
が
33
体
の

仏
像
と
一
緒
に

再
現
さ
れ
る
だ
け
に
必
見

と
言
え
る
。

◆
　
◆
　
◆

　
特
別
展
「
仁
和
寺
と
御

室
派
の
み
ほ
と
け
―
天
平

と
真
言
密
教
の
名
宝
―
」

は
１
月
16
日
（
火
）
か
ら

３
月
11
日
（
日
）
ま
で
東

京
・
上
野
の
東
京
国
立
博

物
館
で
開
催
さ
れ
る
。
開

館
時
間
は
午
前
９
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
（
入
館
は

閉
館
の
30
分
前
ま
で
。
毎

週
金
・
土
曜
日
は
午
後
９

時
ま
で
開
館
）。休
館
日
は

毎
週
月
曜
日
（
た
だ
し
２

月
12
日
は
開
館
。
２
月
13

日
は
休
館
）。
観
覧
料
は

当
日
一
般
１
６
０
０
円
、

大
学
生
１
２
０
０
円
、
高

校
生
９
０
０
円
。
詳
細
は

☎
ハ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
03
―�

５
７
７
７
―
８
６
０
０
、

展
覧
会
公
式
サ
イ
トhttp�

://ninnaji2018.com

れ
て
い
な
い
数
多
く
の
仏

像
を
間
近
に
鑑
賞
で
き
る

こ
と
だ
。
と
く
に
葛
井
寺

の「
千
手
観
音
菩
薩
坐
像
」

は
天
平
時
代
の
最
も
完
成

さ
れ
た
様
式
美
を
余
す
と

こ
ろ
な
く
伝
え
る
像
と
言

わ
れ
て
お
り
、
頭
上
に
11

面
を
い
た
だ
き
、
大
手
、

小
手
あ
わ
せ
て
１
０
４
１

本
を
そ
な
え
、
手
の
ひ
ら

に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
眼
を
持

つ
十
一
面
千
手
千
眼
観
音

だ
。
江
戸
時
代
の
出
開
帳

以
来
、
初
め
て
東
京
で
公

開
さ
れ
る
（
展
示
限
定
で

２
月
14
日
～
３
月
11
日
）。

　
２
つ
目
は
仁
和
寺
所
蔵

の
国
宝
「
三
十
帖
冊
子
」

（
写
真
３
）
を
２
０
１
４

国
宝
「
千
手
観
音
菩
薩
坐
像
」
奈
良
時
代
・
８
世
紀　

大
阪
・
葛
井

寺
蔵　

展
示
期
間
：
２
月
14
日
～
３
月
11
日�

写
真
２

国宝「阿弥陀如来坐像」平安時代・仁和
４年（888）　京都・仁和寺蔵� 写真１

国宝「三十帖冊子」空海ほか筆　平安時代・９世紀　京都・
仁和寺蔵　※通期展示、帖替あり� 写真３

　
本
紙
で
は
こ
の
「
仁
和
寺
と
御
室

派
の
み
ほ
と
け
」
展
に
５
組
10
名
様

を
ご
招
待
い
た
し
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
、
ハ
ガ
キ
に
本
紙
へ
の
感
想
、

今
後
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
テ
ー
マ
・

記
事
と
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
あ
る

場
合
）
を
お
書
き
の
上
、
〒
３
４
７

―
０
０
２
６
加
須
市
油
井
ケ
島
１
３

９
３
―
１
誠
農
社
内
「
農
時
新
聞
読

者
プ
レ
ゼ
ン
ト
『
仁
和
寺
と
御
室
派

の
み
ほ
と
け
』
展
　
係
」
に
11
月
30

日
ま
で
に
郵
送
く
だ
さ
い
。
希
望
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
で
当
選
者
を
決

定
。
商
品
の
発
送
を
も
っ
て
発
表
に

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

プレゼント
応 募 要 領

　
日
本
人
、日
の
丸（
国

旗
）、
こ
ん
に
ち
は
、

さ
よ
う
な
ら
、
お
母
さ

ん
、
お
父
さ
ん
…
。

　
皆
さ
ん
は
こ
の
意
味

を
御
存
知
で
し
ょ
う

か
。
も
ち
ろ
ん
、
私
も

親
や
学
校
で
教
え
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
し
、
疑

問
に
も
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
先
日
あ
る
講
演
Ｃ
Ｄ

を
聞
い
て
初
め
て
そ
の

意
味
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
Ｃ
Ｄ

で
は
、「
日
本
人
と
は

何
か
」
の
意
味
を
、
家

庭
、
学
校
、
社
会
で
も

教
え
て
い
な
い
と
嘆
き

ま
す
。
し
か

し
、
同
じ
問

い
を
イ
ギ
リ

ス
人
に
イ
ギ

リ
ス
人
と
は
何
で
す
か

と
聞
け
ば
「
ジ
ェ
ン
ト

ル
マ
ン
シ
ッ
プ
」、
ド

イ
ツ
人
な
ら
「
ジ
ャ
ー

マ
ン
ス
プ
リ
ッ
ツ
」、

フ
ラ
ン
ス
人
な
ら
「
ボ

ン
サ
ン
ス
」
と
答
え
る

だ
ろ
う
と
話
さ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
次
の
文

字
を
読
め
ま
す
か
？

「
日
身
さ
ん
」。
は
て
？

ウ
ー
ン
と
う
な
る
人
が

多
い
と
思
い
ま
す
。
実

は
カ
ミ
さ
ん

と
読
み
ま

す
。
連
れ
合

い
、
女
房
、

奥
さ
ん
の
こ
と
を
我
々

の
祖
先
は
、
太
陽
の
人

と
呼
ん
だ
の
で
す
。
素

晴
ら
し
い
で
す
ね
。
今

で
も
歌
舞
伎
の
世
界
で

は
カ
カ
様
と
呼
び
ま
す

が
、
職
人
の
方
な
ど
は

「
家
（
う
ち
）
は
か
か

あ
天
下
だ
か
ら
」
と
い

い
、普
通
の
人
で
も「
家

の
日
身
さ
ん
は
…
」
と

も
呼
び
ま
す
。
先
祖

代
々
、
日
本
人
の
男
た

ち
は
奥
様
を
太
陽
の
よ

う
に
崇
め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
は
日
身
様
た

ち
は
、
男
た
ち
を
ど
う

呼
ん
だ
の
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
ら
の
答
え
は

こ
の
原
稿
の
出
典
と
も

な
っ
た
境
野
勝
悟〈
著
〉

「
日
本
の
こ
こ
ろ
」（
致

知
出
版
社
）
に
載
っ
て

い
ま
す
。�

（
徳
）

「
日
本
人
の
こ
こ
ろ
」徳徳

さ
ん
の
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